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　日泰寺の地元、田代小学校、城山中学校を卒業。旭丘高校、早稲田
大学をへて、日本銀行に１８年間勤務。
　2001年から参議院議員。元内閣府副大臣・厚生労働副大臣。地元
の歴史・文化遺産の継承と振興のために「弘法さんかわら版」を執筆
しています。今年で、足かけ１５年目。
　日銀時代に母校の大学院博士課程を修了(学術博士)。現在は、早
稲田大学と中央大学大学院の客員教授も務めています。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い

よ
い
よ
夏
本
番
。
暑
さ
に
負
け

ず
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
く
れ

ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
か
ら
般
若
心
経
の
意
味

を
学
ん
で
い
る
か
わ
ら
版
。
生

き
方
や
社
会
の
あ
り
方
を
考
え

る
際
の
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）

で
す
。

　

先
月
ま
で
に
二
百
四
十
四
文

字
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
あ

と
二
十
六
文
字
。
い
よ
い
よ
佳

境
に
向
か
い
ま
す
。
今
月
は
「
即

説
呪
曰
（
そ
く
せ
つ
し
ゅ
ー
わ

つ
）
」
の
四
文
字
で
す
。

　

孫
悟
空
に
登
場
す
る
三
蔵
法

師
。
イ
ン
ド
か
ら
多
く
の
お
経

を
持
ち
帰
っ
た
玄
奘
（
げ
ん
じ

ょ
う
）
と
い
う
実
在
の
高
僧
が

モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

持
ち
帰
っ
た
お
経
の
中
で
も

と
く
に
重
要
な
も
の
が
「
大
般

若
波
羅
蜜
多
経
」
。
全
部
で
六
百

巻
、
二
百
六
十
五
章
、
千
二
百

九
十
七
の
項
か
ら
構
成
さ
れ
る

大
経
典
。
文
字
数
は
六
十
億
四

十
万
字
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
数
え
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）
。

　

そ
の
大
経
典
の
内
容
を
凝
縮

し
、
教
え
の
真
髄
を
二
百
七
十

二
文
字
（
題
目
の
十
文
字
を
除

く
と
二
百
六
十
二
文
字
）
の
「
真

言
」
ま
た
は
「
呪
文
」
に
要
約

し
た
の
が
「
般
若
心
経
」
で
す
。

　

そ
の
佳
境
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
で
す
か
ら
、
何
と
言
い
ま
し

ょ
う
か
、
凝
縮
の
う
え
に
凝
縮

し
た
濃
厚
な
原
液
を
固
め
た
丸

薬
の
よ
う
な
く
だ
り
で
す
。
何

だ
か
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

で
宣
伝
し
て
い
る
栄
養
素
を
凝

縮
し
た
健
康
食
品
、
健
康
薬
の

よ
う
で
す
ね
（
笑
）
。

　

「
即
」
は
文
字
通
り
「
す
な
わ

ち
」、「
説
」
は
「
述
べ
る
」、「
呪
」

は
こ
れ
ま
で
に
何
回
も
登
場
し

ま
し
た
が
、
呪
文
の
「
呪
」
。
神

仏
の
不
思
議
な
言
葉
、
真
実
の

言
葉
を
意
味
し
ま
す
。「
真
言
（
し

ん
ご
ん
）
」
も
「
呪
」
と
同
じ
で

す
。

　

「
曰
」
も
読
ん
で
字
の
如
く

「
い
わ
く
（
曰
く
）
」
。
つ
ま
り
、

「
即
説
呪
曰
」
は
、
こ
こ
ま
で
の

二
百
四
十
四
文
字
の
い
よ
い
よ

結
論
に
入
る
前
に
、
「
す
な
わ
ち

こ
の
呪
文
は
次
の
こ
と
を
述
べ

て
い
る
の
で
す
」
と
前
置
き
し

て
い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
あ
と
に
来
る

の
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
十
八

文
字
（
羯
諦
羯
諦
波
羅
羯
諦
波

羅
僧
羯
諦
菩
提
薩
婆
訶
）
と
締

め
の
四
文
字
（
般
若
心
経
）
。
来

月
以
降
の
お
楽
し
み
で
す
。

　

大
衆
（
人
々
）
が
救
わ
れ
、

世
の
中
（
社
会
）
の
争
い
ご
と

を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
の
心
の
持
ち
よ
う
、

生
き
方
、
人
間
哲
学
が
大
切
で

す
。
そ
れ
を
説
く
の
が
ご
心
経

で
す
。

　

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
ご

心
経
。
こ
こ
ま
で
で
二
百
四
十

八
文
字
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

あ
と
二
十
二
文
字
。
来
月
は
ご

心
経
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
流

れ
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
音
読
す

る
十
三
文
字
に
つ
い
て
で
す
。

　

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
来
月
ま

で
ご
き
げ
ん
よ
う
。
合
掌
。

※


